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【手続補正書】
【提出日】平成27年3月24日(2015.3.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　自然エネルギー発電装置、負荷装置及び蓄電池を備える施設において電力の管理を行う
電力管理装置であって、
　前記蓄電池の前記施設外での使用を開始する時刻である施設外使用開始時刻、当該使用
を終了する時刻である施設外使用終了時刻及び当該使用に要する施設外使用電力量を予測
する施設外使用予測部と、
　前記負荷装置による消費電力の時間変化と、前記自然エネルギー発電装置が発電する発
電電力の時間変化とに基づいて、前記発電電力によって前記負荷装置を稼働させる場合の
余剰・不足電力の時間変化を予測する余剰・不足電力予測部と、
　前記施設外使用予測部が予測した施設外使用開始時刻、施設外使用終了時刻及び施設外
使用電力量、並びに余剰・不足電力予測部が予測した余剰・不足電力の時間変化に基づい
て、外部供給電力による充電を行わない場合の前記蓄電池の容量の時間変化を予測する変
化量予測部と、
　前記変化量予測部が予測した前記蓄電池の容量の時間変化に基づいて、前記蓄電池の容
量が最大となる時刻である最大ピーク時刻を特定するピーク特定部と、
　前記変化量予測部が予測した前記蓄電池の容量の時間変化に基づいて、前記最大ピーク
時刻における前記蓄電池の容量と前記施設外使用開始時刻における前記蓄電池の容量との
差分である差分電力量を算出する差分電力量算出部と、
　前記最大ピーク時刻における前記蓄電池の容量と前記蓄電池の容量の許容上限値とに基
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づいて、前記蓄電池が供給する電力によって前記負荷装置を稼働させる時間帯の開始時刻
までに前記蓄電池に充電すべき電力量である必要充電量を算出する必要充電量算出部と、
　前記開始時刻までに、前記外部供給電力を用いて前記蓄電池に前記必要充電量の充電を
行う充放電制御部と
　を備え、
　前記必要充電量算出部は、前記蓄電池の容量の許容上限値と許容下限値との差分である
最大使用可能電力量と前記差分電力量との差が、前記施設外使用電力量以上である場合に
、前記差分電力量と前記施設外使用電力量とを加算した電力量から前記最大ピーク時刻に
おける前記蓄電池の容量を減じた電力量以上の電力量を、前記必要充電量とする
　ことを特徴とする電力管理装置。
【請求項２】
　前記充放電制御部は、前記自然エネルギー発電装置が発電する発電電力が前記負荷装置
による消費電力より大きい場合において、前記蓄電池の容量が前記施設外使用電力量に前
記蓄電池の容量の許容下限値を加算した値に達したときに、前記負荷装置に供給する電力
を、前記蓄電池の放電電力から前記外部供給電力に切り替える
　ことを特徴とする請求項１に記載の電力管理装置。
【請求項３】
　前記必要充電量算出部は、前記最大使用可能電力量と前記差分電力量との差が、前記施
設外使用電力量未満である場合に、前記蓄電池の容量の許容上限値から前記最大ピーク時
刻における前記蓄電池の容量を減じた電力量を、前記必要充電量とする
　ことを特徴とする請求項１または請求項２に記載の電力管理装置。
【請求項４】
　前記必要充電量算出部は、前記最大使用可能電力量から、前記蓄電池を不定期に前記施
設外で使用する際に当該使用に要する不定期利用電力量及び前記差分電力量を減じた電力
量が、前記施設外使用電力量以上である場合に、前記差分電力量と前記施設外使用電力量
と前記不定期利用電力量とを加算した電力量から前記最大ピーク時刻における前記蓄電池
の容量を減じた電力量以上の電力量を、前記必要充電量とする
　ことを特徴とする請求項１から請求項３の何れか１項に記載の電力管理装置。
【請求項５】
　前記蓄電池が前記施設外で使用されている間、前記自然エネルギー発電装置が発電する
発電電力を用いてヒートポンプを運転するヒートポンプ制御部を備えることを特徴とする
請求項１から請求項４の何れか１項に記載の電力管理装置。
【請求項６】
　前記蓄電池は走行体に搭載され、当該走行体の走行により、前記蓄電池が前記施設外で
使用される
　ことを特徴とする請求項１から請求項５の何れか１項に記載の電力管理装置。
【請求項７】
　自然エネルギー発電装置、負荷装置及び蓄電池を備える施設において電力の管理を行う
電力管理装置を用いた電力管理方法であって、
　施設外使用予測部は、前記蓄電池の前記施設外での使用を開始する時刻である施設外使
用開始時刻、当該使用を終了する時刻である施設外使用終了時刻及び当該使用に要する施
設外使用電力量を予測し、
　余剰・不足電力予測部は、前記負荷装置による消費電力の時間変化と、前記自然エネル
ギー発電装置が発電する発電電力の時間変化とに基づいて、前記発電電力によって前記負
荷装置を稼働させる場合の余剰・不足電力の時間変化を予測し、
　変化量予測部は、前記施設外使用予測部が予測した施設外使用開始時刻、施設外使用終
了時刻及び施設外使用電力量、並びに余剰・不足電力予測部が予測した余剰・不足電力の
時間変化に基づいて、外部供給電力による充電を行わない場合の前記蓄電池の容量の時間
変化を予測し、
　ピーク特定部は、前記変化量予測部が予測した前記蓄電池の容量の時間変化に基づいて
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、前記蓄電池の容量が最大となる時刻である最大ピーク時刻を特定し、
　差分電力量算出部は、前記変化量予測部が予測した前記蓄電池の容量の時間変化に基づ
いて、前記最大ピーク時刻における前記蓄電池の容量と前記施設外使用開始時刻における
前記蓄電池の容量との差分である差分電力量を算出し、
　必要充電量算出部は、前記最大ピーク時刻における前記蓄電池の容量と前記蓄電池の容
量の許容上限値とに基づいて、前記蓄電池が供給する電力によって前記負荷装置を稼働さ
せる時間帯の開始時刻までに前記蓄電池に充電すべき電力量である必要充電量を算出する
際、前記蓄電池の容量の許容上限値と許容下限値との差分である最大使用可能電力量と前
記差分電力量との差が、前記施設外使用電力量以上である場合に、前記差分電力量と前記
施設外使用電力量とを加算した電力量から前記最大ピーク時刻における前記蓄電池の容量
を減じた電力量以上の電力量を、前記必要充電量とし、
　充放電制御部は、前記開始時刻までに、前記外部供給電力を用いて前記蓄電池に前記必
要充電量の充電を行う
　ことを特徴とする電力管理方法。
【請求項８】
　自然エネルギー発電装置、負荷装置及び蓄電池を備える施設において電力の管理を行う
電力管理装置を、
　前記蓄電池の前記施設外での使用を開始する時刻である施設外使用開始時刻、当該使用
を終了する時刻である施設外使用終了時刻及び当該使用に要する施設外使用電力量を予測
する施設外使用予測部、
　前記負荷装置による消費電力の時間変化と、前記自然エネルギー発電装置が発電する発
電電力の時間変化とに基づいて、前記発電電力によって前記負荷装置を稼働させる場合の
余剰・不足電力の時間変化を予測する余剰・不足電力予測部、
　前記施設外使用予測部が予測した施設外使用開始時刻、施設外使用終了時刻及び施設外
使用電力量、並びに余剰・不足電力予測部が予測した余剰・不足電力の時間変化に基づい
て、外部供給電力による充電を行わない場合の前記蓄電池の容量の時間変化を予測する変
化量予測部、
　前記変化量予測部が予測した前記蓄電池の容量の時間変化に基づいて、前記蓄電池の容
量が最大となる時刻である最大ピーク時刻を特定するピーク特定部、
　前記変化量予測部が予測した前記蓄電池の容量の時間変化に基づいて、前記最大ピーク
時刻における前記蓄電池の容量と前記施設外使用開始時刻における前記蓄電池の容量との
差分である差分電力量を算出する差分電力量算出部、
　前記最大ピーク時刻における前記蓄電池の容量と前記蓄電池の容量の許容上限値とに基
づいて、前記蓄電池が供給する電力によって前記負荷装置を稼働させる時間帯の開始時刻
までに前記蓄電池に充電すべき電力量である必要充電量を算出する必要充電量算出部、
　前記開始時刻までに、前記外部供給電力を用いて前記蓄電池に前記必要充電量の充電を
行う充放電制御部
　として機能させ、
　前記必要充電量算出部は、前記蓄電池の容量の許容上限値と許容下限値との差分である
最大使用可能電力量と前記差分電力量との差が、前記施設外使用電力量以上である場合に
、前記差分電力量と前記施設外使用電力量とを加算した電力量から前記最大ピーク時刻に
おける前記蓄電池の容量を減じた電力量以上の電力量を、前記必要充電量とする
　ことを特徴とするプログラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　本発明は上記の課題を解決するためになされたものであり、自然エネルギー発電装置、
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負荷装置及び蓄電池を備える施設において電力の管理を行う電力管理装置であって、前記
蓄電池の前記施設外での使用を開始する時刻である施設外使用開始時刻、当該使用を終了
する時刻である施設外使用終了時刻及び当該使用に要する施設外使用電力量を予測する施
設外使用予測部と、前記負荷装置による消費電力の時間変化と、前記自然エネルギー発電
装置が発電する発電電力の時間変化とに基づいて、前記発電電力によって前記負荷装置を
稼働させる場合の余剰・不足電力の時間変化を予測する余剰・不足電力予測部と、前記施
設外使用予測部が予測した施設外使用開始時刻、施設外使用終了時刻及び施設外使用電力
量、並びに余剰・不足電力予測部が予測した余剰・不足電力の時間変化に基づいて、外部
供給電力による充電を行わない場合の前記蓄電池の容量の時間変化を予測する変化量予測
部と、前記変化量予測部が予測した前記蓄電池の容量の時間変化に基づいて、前記蓄電池
の容量が最大となる時刻である最大ピーク時刻を特定するピーク特定部と、前記変化量予
測部が予測した前記蓄電池の容量の時間変化に基づいて、前記最大ピーク時刻における前
記蓄電池の容量と前記施設外使用開始時刻における前記蓄電池の容量との差分である差分
電力量を算出する差分電力量算出部と、前記最大ピーク時刻における前記蓄電池の容量と
前記蓄電池の容量の許容上限値とに基づいて、前記蓄電池が供給する電力によって前記負
荷装置を稼働させる時間帯の開始時刻までに前記蓄電池に充電すべき電力量である必要充
電量を算出する必要充電量算出部と、前記開始時刻までに、前記外部供給電力を用いて前
記蓄電池に前記必要充電量の充電を行う充放電制御部とを備え、前記必要充電量算出部は
、前記蓄電池の容量の許容上限値と許容下限値との差分である最大使用可能電力量と前記
差分電力量との差が、前記施設外使用電力量以上である場合に、前記差分電力量と前記施
設外使用電力量とを加算した電力量から前記最大ピーク時刻における前記蓄電池の容量を
減じた電力量以上の電力量を、前記必要充電量とすることを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　また、本発明は、自然エネルギー発電装置、負荷装置及び蓄電池を備える施設において
電力の管理を行う電力管理装置を用いた電力管理方法であって、施設外使用予測部は、前
記蓄電池の前記施設外での使用を開始する時刻である施設外使用開始時刻、当該使用を終
了する時刻である施設外使用終了時刻及び当該使用に要する施設外使用電力量を予測し、
余剰・不足電力予測部は、前記負荷装置による消費電力の時間変化と、前記自然エネルギ
ー発電装置が発電する発電電力の時間変化とに基づいて、前記発電電力によって前記負荷
装置を稼働させる場合の余剰・不足電力の時間変化を予測し、変化量予測部は、前記施設
外使用予測部が予測した施設外使用開始時刻、施設外使用終了時刻及び施設外使用電力量
、並びに余剰・不足電力予測部が予測した余剰・不足電力の時間変化に基づいて、外部供
給電力による充電を行わない場合の前記蓄電池の容量の時間変化を予測し、ピーク特定部
は、前記変化量予測部が予測した前記蓄電池の容量の時間変化に基づいて、前記蓄電池の
容量が最大となる時刻である最大ピーク時刻を特定し、差分電力量算出部は、前記変化量
予測部が予測した前記蓄電池の容量の時間変化に基づいて、前記最大ピーク時刻における
前記蓄電池の容量と前記施設外使用開始時刻における前記蓄電池の容量との差分である差
分電力量を算出し、必要充電量算出部は、前記最大ピーク時刻における前記蓄電池の容量
と前記蓄電池の容量の許容上限値とに基づいて、前記蓄電池が供給する電力によって前記
負荷装置を稼働させる時間帯の開始時刻までに前記蓄電池に充電すべき電力量である必要
充電量を算出する際、前記蓄電池の容量の許容上限値と許容下限値との差分である最大使
用可能電力量と前記差分電力量との差が、前記施設外使用電力量以上である場合に、前記
差分電力量と前記施設外使用電力量とを加算した電力量から前記最大ピーク時刻における
前記蓄電池の容量を減じた電力量以上の電力量を、前記必要充電量とし、充放電制御部は
、前記開始時刻までに、前記外部供給電力を用いて前記蓄電池に前記必要充電量の充電を
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行うことを特徴とする。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　また、本発明は、自然エネルギー発電装置、負荷装置及び蓄電池を備える施設において
電力の管理を行う電力管理装置を、前記蓄電池の前記施設外での使用を開始する時刻であ
る施設外使用開始時刻、当該使用を終了する時刻である施設外使用終了時刻及び当該使用
に要する施設外使用電力量を予測する施設外使用予測部、前記負荷装置による消費電力の
時間変化と、前記自然エネルギー発電装置が発電する発電電力の時間変化とに基づいて、
前記発電電力によって前記負荷装置を稼働させる場合の余剰・不足電力の時間変化を予測
する余剰・不足電力予測部、前記施設外使用予測部が予測した施設外使用開始時刻、施設
外使用終了時刻及び施設外使用電力量、並びに余剰・不足電力予測部が予測した余剰・不
足電力の時間変化に基づいて、外部供給電力による充電を行わない場合の前記蓄電池の容
量の時間変化を予測する変化量予測部、前記変化量予測部が予測した前記蓄電池の容量の
時間変化に基づいて、前記蓄電池の容量が最大となる時刻である最大ピーク時刻を特定す
るピーク特定部、前記変化量予測部が予測した前記蓄電池の容量の時間変化に基づいて、
前記最大ピーク時刻における前記蓄電池の容量と前記施設外使用開始時刻における前記蓄
電池の容量との差分である差分電力量を算出する差分電力量算出部、前記最大ピーク時刻
における前記蓄電池の容量と前記蓄電池の容量の許容上限値とに基づいて、前記蓄電池が
供給する電力によって前記負荷装置を稼働させる時間帯の開始時刻までに前記蓄電池に充
電すべき電力量である必要充電量を算出する必要充電量算出部、前記開始時刻までに、前
記外部供給電力を用いて前記蓄電池に前記必要充電量の充電を行う充放電制御部として機
能させ、前記必要充電量算出部は、前記蓄電池の容量の許容上限値と許容下限値との差分
である最大使用可能電力量と前記差分電力量との差が、前記施設外使用電力量以上である
場合に、前記差分電力量と前記施設外使用電力量とを加算した電力量から前記最大ピーク
時刻における前記蓄電池の容量を減じた電力量以上の電力量を、前記必要充電量とするこ
とを特徴とするプログラムである。
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